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令
和
３
年
度
予
算
な
ど
27
件
を
可
決
・
同
意

　
令
和
３
年
第
１
回
定
例
会
は
２
月
25
日
に
招
集
さ
れ
、
全
て
の
案
件
を
議
決
し
３
月
26
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
初
日
の
本
会
議
で
は
、

令
和
３
年
度
予
算
や
関
連
す
る
諸
議
案
な
ど
21
件
が
提
案
さ
れ
、
こ
の
中
の
15
件
が
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
、
新

た
に
市
長
か
ら
教
育
委
員
会
教
育
長
任
命
の
議
案
と
50
周
年
記
念
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
額
の
増
加
な
ど
が
含
ま
れ
た
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
15
号
）
の
２
件
、
議
員
か
ら
議
案
１
件
、
意
見
書
案
３
件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
付
託
さ
れ
た
主
な
議
案

の
各
常
任
委
員
会
の
審
査
概
要
な
ど
を
報
告
し
ま
す
。
提
案
さ
れ
た
全
て
の
議
案
の
件
名
お
よ
び
審
議
結
果
は
、
最
終
面
「
令
和
３
年

第
１
回
定
例
会
の
会
議
結
果
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

３月定例会介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

学
校
給
食
費
に
関
す
る
条
例
の

�

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
第
８
期

介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
け
る
基
準
月
額
保
険
料
な
ど
に
つ
い
て
改

正
す
る
も
の
で
、
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
文
教
社
会

常
任
委
員
会
で
の
審
査
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問　
介
護
保
険
料
の
推
計
方
法
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　
介
護
保
険
料
は
計
画
期
間
内
に
必
要
な
給
付
費
の
総
額
か
ら
算

定
さ
れ
る
も
の
で
、
国
の
支
援
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
算
定
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
な
ど
の
年
齢
別
人
口
、
介
護
度
別
の
認
定
者
数
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
実
績
の
伸
び
率
な
ど
を
使
用
し
て
推
計
し
て
い
ま
す
。

問　
地
域
区
分
を
変
更
す
る
理
由
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　
介
護
人
材
の
確
保
や
介
護
職
員
の
待
遇
改
善
の
た
め
、
介
護
報

酬
の
地
域
ご
と
の
人
件
費
の
地
域
差
を
調
整
す
る
地
域
区
分
を
変
更

す
る
も
の
で
す
。
第
７
期
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
６
％
か
ら
本
来
の

12
％
へ
の
引
き
上
げ
を
検
討
し
ま
し
た
が
、
激
変
緩
和
の
た
め
10
％

と
し
て
い
ま
し
た
。
第
８
期
で
は
本
来
の
12
％
に
変
更
し
、
介
護
の

質
を
確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　
基
金
活
用
と
今
後
の
保
険
料
推
移
の
予
測
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　
基
金
は
、
今
後
の
高
齢
化
の
進
展
を
見
据
え
、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア

世
代
が
全
て
65
歳
を
迎
え
る
令
和
22
年
を
め
ど
に
活
用
し
て
ま
い
り

ま
す
。
基
金
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
３
年
に
１
度
の
保
険
料
改

定
が
６
％
程
度
の
緩
や
か
な
上
昇
で
推
移
し
て
い
く
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。

　
給
食
食
材
費
の
価
格
上
昇
や
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
、

お
か
ず
に
か
け
ら
れ
る
費
用
が
年
々
減
少
し
て
い
る
た
め
、
平
成
21

年
度
以
降
年
額
４
万
４
千
円
に
据
え
置
か
れ
て
い
る
小
学
校
給
食
費

を
５
５
０
０
円
引
き
上
げ
て
、
魅
力
あ
る
給
食
の
提
供
を
行
う
た
め

に
改
正
す
る
も
の
で
、
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
文
教

社
会
常
任
委
員
会
で
の
審
査
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問　
魅
力
あ
る
給
食
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　
海
老
名
産
や
神
奈
川
県
産
の
食
材
を
使
い
、
野
菜
の
種
類
を
増

や
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
肉
や
魚
を
使
っ
た
り
、
デ
ザ
ー
ト
を
つ
け

た
り
し
、
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
て
も
思
い
出
に
残
っ
て
い
る

よ
う
な
給
食
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
今
後
の
献
立
の
変
化
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
意
見
を
い
た
だ
い
た
、
日
本
各
地
の
伝

統
料
理
や
家
庭
で
も
親
子
で
作
れ
る
給
食
な
ど
を
検
討
す
る
ほ
か
、

多
様
な
食
材
の
活
用
、
地
産
地
消
を
推
進
し
、
献
立
を
工
夫
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
テ
ス
ト
で
献
立
を
募
集
し
た
り
し
て
、
子
ど

も
や
市
民
の
声
も
献
立
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
公
費
負
担
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　
今
回
の
改
正
に
よ
り
年
額
５
５
０
０
円
、
１
食
当
た
り
約
30
円

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
が
、
令
和
３
年
度
に
つ
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
う
激
変
緩
和
措
置
と
し
て
、
１
食
当
た

り
約
20
円
の
公
費
負
担
を
行
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
使
用
料
徴
収
条
例
の

�

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
下
水
道
事
業
の
経
営
基
盤
強
化
お
よ
び
使
用
者
負
担
の
適
正
化
を

図
る
た
め
、
平
成
20
年
度
以
降
改
定
し
て
い
な
い
公
共
下
水
道
の
使

用
料
を
改
定
す
る
も
の
で
、
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会
で
の
審
査
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問　
使
用
料
の
改
定
を
必
要
と
す
る
理
由
を
伺
い
ま
す
。

答　
本
市
や
県
が
整
備
し
た
下
水
道
施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
、
維
持

管
理
の
費
用
が
今
後
増
加
す
る
こ
と
や
、
将
来
的
な
人
口
減
少
や
節

水
機
器
の
普
及
な
ど
に
よ
り
、
使
用
料
収
入
の
減
収
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
老
朽
化
対
策
は
、
損
傷
が
深
刻
化
し
て
か
ら
大
規
模
な
修
繕
な

ど
を
行
う
よ
り
も
、
損
傷
が
軽
微
な
時
期
か
ら
計
画
的
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
費
用
の
抑
制
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
現
在

の
使
用
料
水
準
で
は
財
源
不
足
の
た
め
、
改
定
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問　
使
用
料
は
１
カ
月
当
た
り
い
く
ら
増
額
す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答　
平
均
的
な
使
用
量
の
４
人
世
帯
で
は
１
カ
月
当
た
り
２
１
０
円

程
度
、
２
人
世
帯
で
は
１
３
０
円
程
度
の
増
額
に
な
り
ま
す
。

問　
施
行
日
が
令
和
４
年
４
月
１
日
に
も
関
わ
ら
ず
、
今
定
例
会
で

条
例
改
正
を
行
う
必
要
性
を
伺
い
ま
す
。

答　
今
年
１
月
に
下
水
道
運
営
審
議
会
か
ら
答
申
を
い
た
だ
い
た
こ

と
や
、
市
民
の
方
々
や
市
内
事
業
所
へ
の
早
め
の
周
知
が
必
要
と
考

え
た
た
め
で
す
。

　去る令和３年２月28日に池亀幸男
議員（政進会）が逝去されました。
　池亀議員は令和元年11月に市議会
議員に初当選され、広報委員会委員
長、経済建設常任委員会副委員長な
どを歴任され、市政の発展に尽力さ
れました。
　ここに謹んでご冥福をお祈り申し
上げます。

議員の訃報


